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電子処方箋について

当院でも、2022年9月よりマイナンバーカードでの保険証の運用が始まり、電子化への対応が始

まっています。その中で、薬が関連する電子化に電子処方箋があります。

電子処方箋とは、令和５年（2023年1月26日）に運用が開始され、電子的に処方箋の運用を行

う仕組みであるほか、複数の医療機関や薬局で直近に処方・調剤された情報の参照、またそれら

を活用した重複投薬等のチェックなどが行えるようになる仕組みです。

厚労省 電子処方箋概要案内より

☆電子処方箋のメリット

●処方箋のやりとりが電子的に完結する。

●処方薬情報が、患者自らマイナポータルで

閲覧可能となり、自身の健康管理に役立て

ることができる。

●医療者が、他施設の情報を閲覧できること

●出血を伴う処置の前に抗凝固薬が処方さ

れていないか確認できるなどの適切な医療の

提供が行える

などのメリットがあるとされています。

△電子処方箋の今後の課題

2023年2月時点で全国684施設で開始さ

れ、病院や診療所では44施設運用されてい

るが普及率が進んでいる状況とは言い難い。

また、運用にあたってシステム改修や電子署

名のため準備が必要になるなど障壁が残さ

れている。当院でも、電子処方箋の運用は開

始していない状況であるが、今後全国で普及

拡大に向け対応が行われていく制度の一つ

であることを認識して頂ければと思います。
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